
 

 



 

 



 

 



 

 



 

 

 



 



石工 高岡 林直七について 

  

日本石仏協会 理事尾田武雄 

 西井龍儀氏より、電話にて高岡市福岡町舞谷にある「清水観音堂石造千手観音観音立像」

の概略を教えていただいた。その際に「石工高岡直七」の刻字があることを教示していただ

いた。「石工林直七」については、高岡市にこのような石工がいたことは知っていた。砺波

地方では井波石工、金屋石工が幕末から多くいたことが知られていたが、高岡については、

多くはわからなかった。この機会にと、「林直七」銘の石仏を調べてみた。（『北陸石仏の会

研究紀要』（創刊号 1996 年 11 月）拙論文「富山県内『石工銘の石造物』一覧」）によると、

2 体の石仏を見つけ、さっそく令和 4 年 7 月 31 日に調査をした。 

① 阿弥陀如来 石工 高岡 林直七   文政元年（1818） 小矢部市野寺火葬場跡 

銘文台座正面に 

「文政元寅年五月造立之」 

「石工高岡林直七」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 地蔵  「高岡 石師 直七良作」    天保十三年（1842） 小矢部市五社 

お宮さんの北方面の道端 木造のお堂に入る。台座に彫られている。 

銘文台座正面に「天保十二丑六月」 

       「高岡石師 直七良作」 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



① 『越中志徴』によると、「清水観音堂跡 舞谷村。〇文政七年邑長書上に、五位庄舞谷村

清水、右は清水（シミズ）にては之無キヨミズと相唱。舞谷村百姓持山の内有之林中也。

村方に申傳候は、養老年中元正天皇の二宮、當村へ御越暫く御居住被為在。其頃京都の

清水を勧請被遊と申事にて、観音の石像有之、殊之外相損し候に付、近年再建いたし候。」 

とある。 「近年再建いたし候。」とは、小矢部市野寺火葬場跡、五社の銘を参考にする

と、幕末期に清水観音堂石造千手観音観音立像が造像されたと思われる。 

② 石材は、3 体ともに青い凝灰岩質で、砺波の金屋石とは明らかに違う。福井市から採掘

される笏谷石と思われる。管見であるが、砺波地方などでは、江戸時代中期の寛政年間

や元禄期の笏谷石製の石仏が散見し、その後明治期中期ごろに普及していたと思われて

いた。高岡石工の林直七が独自に入手経路を持っていたのであろうか。 

③ この清水観音堂石造千手観音観音立像については、高岡市立博物館の仁ケ竹亮介先生か

らも問い合わせがあって、多くはわからないままであった。今回、この機会を与えてい

ただいた西井龍儀氏に感謝を申し上げたい。 

 

 


